
和
歌
山
城
跡
の
発
掘
調
査

特
集

調査地から本丸を望む

文化財センター季刊情報誌【かざぐるま】

2012 夏号59
公益財団法人　和歌山県文化財センター



2

今
回
の
調
査
地
は
、
和
歌
山
城
と
内
堀
を
挟
ん

だ
東
側
の
、
和
歌
山
市
二
番
丁
に
所
在
し
て
い
ま

す
。
調
査
地
を
含
む
三
の
丸
は
内
堀
と
外
堀
の
間

に
あ
た
り
、
江
戸
時
代
に
は
家
臣
の
屋
敷
が
建
ち

並
ん
で
い
ま
し
た
。

発
掘
調
査
は
、
和
歌
山
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁

判
所
の
新
営
工
事
に
伴
い
、
平
成
二
十
三
年
七
月

十
四
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

実
施
し
ま
し
た
。
調
査
面
積
の
二
七
六
〇
㎡
を
三

つ
の
調
査
区
に
分
け
て
調
査
し
、
十
一
世
紀
（
平

安
時
代
中
期
～
後
期
）
か
ら
十
九
世
紀
（
江
戸
時

代
末
期
～
明
治
時
代
前
半
）
ま
で
の
五
つ
の
遺
構

面
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
一
～
第
三
遺
構
面
で
は
主
に
江
戸
時
代
の
遺

構
を
検
出
し
、
武
家
屋
敷
に
伴
う
建
物
や
塀
の
柱

穴
・
礎
石
、
石
組
の
井
戸
・
暗
渠
（
埋
設
排
水
溝
）・

桝
状
遺
構
、
屋
敷
地
境
界
施
設
等
を
確
認
し
ま
し

た
。
石
組
の
井
戸
や
暗
渠
の
構
造
な
ど
か
ら
、
井

戸
か
ら
取
水
し
、
暗
渠
で
内
堀
方
向
に
向
け
て
排

水
し
て
い
た
と
い
う
、
当
時
の
水
利
機
能
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
調
査
区
１
・
３
の
第
二

遺
構
面
で
は
焼
土
坑
を
検
出
し
、
調
査
区
３
の
土

坑
（
①
）
は
東
西
約
九
．五
ｍ
、
南
北
約
五
ｍ
、

深
さ
約
一
．四
ｍ
と
大
規
模
な
も
の
で
、
焼
け
た

瓦
で
埋
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
明
暦

元
年
（
一
六
五
五
）
に
起
こ
っ
た
大
火
災
の
片
付

け
跡
と
思
わ
れ
ま
す
。

建
物
や
塀
の
柱
穴
に
は
、
柱
を
固
定
す
る
た
め

に
多
量
の
瓦
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

城
の
主
要
な
建
物
に
葺
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
、
三
葉
葵
紋
の
鬼
瓦
片
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
和
歌
山
城
や
城
下
は
、
数
度
火
災
に
見
舞
わ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
成
果
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
調
査
区
の
縦
横
に
検
出
し
た
土
地
境

界
施
設
に
よ
り
、
絵
図
で
認
識
さ
れ
て
い
た
武
家

屋
敷
４
区
画
の
、
正
確
な
配
置
を
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
廃
棄
土
坑
に
は
少
量
の
動
物
の

骨
の
他
、
多
く
の
牡
蠣
や
シ
ジ
ミ
の
貝
殻
が
捨
て

調査区３　第３遺構面全景　（東から） 調査地の位置（S=1:50,000）
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調査区全体略図（S=1:500）

０ ２０ｍ

桑山家　家紋軒丸瓦（桔梗紋） 徳川家　家紋鬼瓦（三葉葵紋）

調査区３

焼土坑 (①)

素掘り井戸
石組桝
状遺構

暗渠

第２遺構面
　 柱列

土壙墓
(④)

石組井戸

廃棄土坑

廃棄土坑

廃棄土坑

第３遺構面
　 柱列

石組桝
状遺構

石組遺構

礎石

暗渠

瓦組井戸

焼土坑

土塀
基礎

暗渠 (②)

石組
井戸

石組桝
状遺構

石組井戸

暗渠 土塀
基礎

土坑
（桑山家
家紋瓦出土）

石組溝

水溜め遺構

石組井戸 (③)

石組桝状遺構

井戸状遺構

井戸状
遺構

礎石

礎石井戸状遺構

土塀
基礎

三葉葵紋
鬼瓦出土

屋敷地境界

屋敷地境界

第３遺構面
柱穴・土坑

土坑
（骨・炭出土）

屋敷地境界

和歌山城
（本丸・
二の丸）

旧裁判所基礎

（旧水野・向笠家屋敷地）

（旧伊藤家屋敷地）

（旧加納・岡部家屋敷地）

（旧山名・豊嶋家屋敷地）

調査区１

調査区２

調査区３

江戸時代以降

江戸時代

中世
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ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
食
生
活
の
一
端
を
窺
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。

第
四
・
第
五
遺
構
面
で
は
平
安
時
代
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
て
の
遺
構
を
中
心
に
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
各
遺
構
面
で
多
数
の
土
坑
や

ピ
ッ
ト
を
検
出
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
遺
物
は

少
量
し
か
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
が
た

び
た
び
洪
水
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
原

因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
、
調
査
区
３
の
第
三
遺
構
面
で
、
比
較
的
残
り

の
良
い
土
壙
墓
（
④
）
を
検
出
し
ま
し
た
。
手
足

を
折
り
曲
げ
た
屈
葬
と
い
う
方
法
で
埋
葬
さ
れ
て

お
り
、
頭
部
を
北
に
し
て
、
左
手
首
周
辺
に
数
枚

の
銅
銭
が
副
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
を
中
心
と
し

て
、
幅
広
い
時
代
の
遺
構
・
遺
物
を
確
認
出
来
ま

し
た
。
江
戸
時
代
の
遺
構
か
ら
は
、
当
時
の
城
下

町
整
備
の
様
相
や
生
活
を
垣
間
見
る
事
の
出
来
る

資
料
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸

時
代
に
先
行
す
る
安
土
桃
山
時
代
の
桑
山
家
の
家

紋
の
入
っ
た
軒
丸
瓦
や
中
世
の
土
壙
墓
を
含
む
遺

構
・
遺
物
の
存
在
は
、
城
下
町
建
設
前
の
状
況
を

知
る
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以

降
で
も
、
明
治
十
九
年
に
建
設
さ
れ
た
旧
裁
判
所

の
建
物
に
関
す
る
遺
構
や
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
整
地
土
坑
等
が
確
認
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
各
時
代
の
遺
構
は
大
き
く
削
平
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
和
歌
山
県
の
歴
史
の
一

部
で
あ
り
、
過
去
の
歴
史
の
上
に
生
活
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
る
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
森
原　

聖
）調査区３　中世の土壙墓（④）　（南から）

調査区１　江戸時代の暗渠（②）　（東から）

調査区１　江戸時代の石組井戸（③）　（南西から）
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熊
野
本
宮
大
社
で
の
文
化
財
建
造
物
保
存
修
理

田
辺
市
本
宮
町
本
宮
の
熊
野
本
宮
大
社
で
は
、

平
成
二
十
二
年
六
月
か
ら
二
十
二
箇
月
を
か
け
、

重
要
文
化
財
で
あ
る
第
一
殿
・
第
二
殿
、
第
三
殿
、

第
四
殿
の
三
棟
の
屋
根
葺
替
を
中
心
と
し
た
保
存

修
理
工
事
を
行
い
、
今
年
四
月
に
は
優
美
な
桧
皮

屋
根
の
社
殿
が
揃
っ
て
姿
を
現
し
ま
し
た
。

本
誌
五
十
二
・
五
十
五
号
で
も
紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
の
社
殿
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代

後
期
に
大お
お

斎ゆ
の

原は
ら

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
水
害
を
受
け
て
明
治

二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
高
台
の
現
在
地
へ
移

築
（
遷せ
ん

座ざ

）
さ
れ
ま
し
た
。
大
斎
原
で
は
、
上
四

社
・
中
四
社
・
下
四
社
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
上
四
社
に
あ
た
る
三
棟
だ
け
が
流
出
を
免
れ

ま
し
た
。
当
時
の
被
害
の
様
子
は
、
県
立
博
物
館

企
画
展
「
災
害
と
文
化
財
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
修
理
期
間
中
に
は
昨
年
九
月
の
台
風

十
二
号
の
被
害
で
工
事
を
一
時
的
に
中
断
し
ま
し

た
が
、
全
体
的
に
は
順
調
に
進
み
、
当
初
予
定
よ

り
も
早
く
竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

工
事
は
桧
皮
屋
根
の
葺
き
替
え
と
そ
れ
に
伴
う
屋

根
下
地
の
補
修
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
軒
ま
わ
り
や

縁
ま
わ
り
の
修
理
も
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
工
事
で
判
明
し
た
三
棟
に
共
通
す
る
特
徴

と
し
て
は
、
桧
皮
屋
根
の
下
に
杉
の
手
割
り
板
を

用
い
た
板
葺
き
の
野の

屋や

根ね

が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。
宮く
う

殿で
ん

が
安
置
さ
れ
る
身
舎
部
分
は
、
二

重
の
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
小
屋
組
は
、
明
治
移
築
時
の
施
工
が
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。

熊
野
本
宮
大
社
で
は
、
今
年
は
正
遷
座
百
二
十

年
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
社
殿
を
囲
む
鈴す
ず

門も
ん

・
瑞み
ず

垣が
き

や
、
そ

の
前
に
建
つ
神し
ん

門も
ん

・
築つ
い

地じ

塀べ
い

な
ど
、
史
跡
地
内
の

建
造
物
の
修
理
計
画
も
あ
り
、
境
内
の
整
備
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。　
　
　
　
（
下
津
健
太
朗
）

文

化

財

建

造

物

課 
 
 
 
 

　
短

信

写真１　竣工状況
修理を終えた３社殿を瑞垣越しに見る。昭和 43 年（1968）
の屋根葺き替え以来 44 年ぶりに優美な桧皮屋根の姿が戻
りました。

写真２　第一殿・第二殿の小屋組状況
小屋組の下には板葺きの野屋根が存在していました。写真
で見る小屋組は、120 年前の移築時の施工がそのままで
残っていました。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 





きのくに歴史小話 ～きのくにれきしこばなし～

古
建
築
修
理
の
逸
話 

①
　紀
州
の
匠
集
団

7

匠
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
プ

ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。
文
化
財
建

造
物
の
解
体
修
理
は
、
匠
集
団
が
知

恵
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
成
り
立

ち
ま
す
。
親
方
か
ら
技
法
を
受
け
継

ぎ
、
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
自

ら
の
技
術
と
し
た
大
工
、建
具
職
人
、

桧ひ
わ
だ
し

皮
師
、
瓦
師
、
左さ

官か
ん

、
石い
し

工く

な
ど

で
す
。
気
候
・
風
土
な
ど
地
域
の
特

性
に
よ
り
育
て
ら
れ
、
豊
か
な
知
識

と
経
験
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
技
術

を
持
つ
技
術
者
集
団
で
す
。

こ
の
職
人
集
団
と
共
に
手
順
を
組

み
立
て
、
重
要
文
化
財
、
そ
の
中
の

国
宝
の
修
理
工
事
を
設
計
監
理
し
、

技
術
指
導
を
行
う
の
が
、
当
セ
ン

タ
ー
文
化
財
建
造
物
課
の
技
術
者
な

の
で
す
。
総
合
的
に
指
揮
を
と
る
技

術
者
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば

昨
年
度
で
は
、
国
宝
の
長
保
寺
を
は

じ
め
、重
要
文
化
財
の
金
剛
三
昧
院
、

熊
野
本
宮
大
社
、
熊
野
那
智
大
社
な

ど
で
修
理
工
事
の
技
術
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
文
化
の
一
分
野
、
文

化
財
建
造
物
の
世
界
を
今
後
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。　
　
　
（
渋
谷
高
秀
）

先
日
か
ら
、
我
家
の
庭
先
に
あ
る
ウ
ツ
ギ
が
花
を
つ
け
始
め
て
い
ま
す
。
純

白
の
清
楚
な
花
（
卯
の
花
）
で
す
ね
。
こ
れ
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
で
も
す
れ

ば
ま
さ
に
「
夏
は
来
ぬ
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ウ
ツ
ギ
は
、
可
憐
な
花
に
似
合
わ
ず
、
木
質
部
は
非
常
に

靭じ
ん

力り
ょ
く

の
あ
る
強
い
木
で
、
昔
か
ら
木
釘
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
ね
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
木
は
そ
の
特
性
に
応
じ
た
用
い
ら
れ
方
を
し
ま
す
。
た

と
え
ば
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
桐
は
箪た

ん

笥す

も
し
く
は
下
駄
と
い
う
用
途
が
多
い

で
す
が
、
こ
れ
は
耐
火
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
、
軽
い
と
い
う
利
点
を
生
か
し

て
の
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
発
掘
の
関
係
で
言
う
と
、
古
墳
時
代
の
棺ひ

つ
ぎ

に
〈
割わ
り

竹た
け

型が
た

木も
っ

棺か
ん

〉
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
西
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
高
野
槙

で
す
。
水
に
強
く
、
腐
食
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
ら
古
く
は
船
材
や
橋
に
も

使
わ
れ
ま
す
ね
。

さ
て
、
良
材
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
木
の
文
化
が
発
達
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
和
歌
山
で
、
一
昨
年
、
弥
生
時
代
前
期
に
遡
る
木
製
品
が
多
量
に
発
見
さ
れ

ま
し
た
。（
す
さ
み
町
・
立
野
遺
跡
）

鍬
な
ど
の
農
耕
具
の
ほ
か
船
形
を
し
た
特
異
な
容
器
な
ど
種
類
が
多
く
、
完

成
品
の
み
な
ら
ず
未
製
品
の
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
器
生
産
の
工
房
跡
で

あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
考
古
学
的
に
は
一
級
の
資
料
と
な
る

も
の
で
、そ
れ
だ
け
に
こ
の
整
理
に
期
待
が
あ
つ
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

い
よ
い
よ
こ
の
春
か
ら
本
格
的
な
整
理
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
樹
種
同
定
を

は
じ
め
、
木
の
専
門
家
の
指
導
も
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

先
日
も
整
理
事
務
所
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
担
当
者
と
作
業
員
の
皆
さ
ん
が
木
製

品
を
洗
っ
た
り
、
新
し
い
水
槽
に
移
し
変
え
た
り
と
基
礎
作
業
に
汗
を
流
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。

担
当
者
に
「
が
ん
ば
っ
て
よ
ォ
」
と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
「
キ
が
重
い
」
と

の
返
事
。
一
瞬 
「
気
」
に
聞
こ
え
た
け
れ
ど
、
ま
さ
か
ね
ぇ
。
木
・
気
間
違
い

と
い
う
こ
と
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う 

―
。　　
　
　
　
　
　
　
（
村
田　

弘
）

発
掘
屋
余
話 

⑰
　き
・
き
ま
ち
が
い

桧皮師の仕事 大工の仕事
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 （公財）和歌山県文化財センター

●地宝のひびき−和歌山県内文化財調査報告会− 2012 年 6 月 24 日（日）
●歩いて知るきのくに歴史探訪「慈尊院周辺と町石道」（仮） 2012 年 10 月 20 日（土）　

和歌山県立紀伊風土記の丘

●夏期企画展「古墳時代の宇
う

都
つ

波
は

」 2012 年 7月14 日（土）～ 9 月 2 日（日）
●古墳公開②「風土記の丘の古墳見学会 ～大日山 35 号墳とその周辺～」
 2012 年 10 月 6 日（土）
●特別展「紀伊弥生文化の至宝」 2012 年 9 月 29 日（土）～ 12 月 2 日（日）

 和歌山県立博物館

●企画展「箱と包みを開いてみれば−文化財の収納法−」 2012 年 6 月 9 日（土）～ 7月16 日（月）
●企画展「きのくにのむかしばなし」 2012 年 7月 21日（土）～ 9 月 2 日（日）
●特別展「よみがえる軍艦・エルトゥールル号の記憶」 2012 年 9 月 8 日（土）～ 10 月11日（木）

 和歌山市立博物館

●特別展「華岡青州の医塾春林軒と合水堂」 2012 年 7月 21日（土）～ 8 月 26 日（日）
●特別展「ヘンリー杉本とその時代」 2012 年 10 月 20 日（土）～ 11 月 25 日（日）

 高野山霊宝館

●特集陳列「越前丸岡藩主　本多重昭の奉納品
　　　　　　～重要文化財から羊の角？まで～」 2012 年 4 月 28 日（土）～ 7月 8 日（日）
●夏期特別展「清盛時代の高野山」 2012 年 7月14 日（土）～ 9 月 23 日（日）

風車59（2012・夏号）
平成 24年 6月 30日発行

（公財）和歌山県文化財センター

URL　http://www.wabunse.or.jp

【事務局】
〒640-8404 和歌山市湊571-1
TEL  073-433-3843
FAX  073-425-4595
maizou-1@wabunse.or.jp

【埋蔵文化財課分室】
〒640-8345和歌山市新在家61-４
TEL/FAX  073-472-3710

【文化財建造物修理事務所】
◎金剛三昧院保存修理事務所
〒648-0211  伊都郡高野町高野山425
TEL/FAX  0736-56-5578

◎長保寺保存修理事務所
〒649-0164  海南市下津町上685
TEL/FAX  073-492-3260

（公財）和歌山県文化財センター　連絡先一覧
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